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はじめに
　北海道内に植栽されたカラマツ，トドマツは近年大

径化しつつあり，中大径材の生産量は今後増加してい

く見込みです。これらの原木の有用な用途の一つとし

て，構造用合板への利用があります。道産針葉樹構造

用合板の需要を拡大するためには合板の強度性能を保

証することが重要です。

　昨年，構造用合板のＪＡＳが改正されました。規格

が性能規定の方向で改正されたため，今まで以上に構

造用合板の強度性能の保証が重要になってきます。

　構造用合板の強度性能には単板の品質が影響するこ

とから，カラマツ，トドマツ材の単板の品質と構造用

合板の強度性能の関係を調べることを目的に試験を行

いました。

　ここでは構造用合板のＪＡＳの改正の主な内容と，

本試験の内容とに分けて説明していくことにします。

構造用合板のＪＡＳの改正
　1999年６月21日にＪＡＳの改正が告示され，７月21

日から施行されました（以下，新ＪＡＳとします）。

　国産構造用合板の原料は，従来熱帯産広葉樹（ラワ

ン）材がほとんどでしたが，資源の枯渇や原木の輸出

規制などから，近年針葉樹材への転換が進んできてい

ます。しかし，改正前の構造用合板のＪＡＳはラワン

材を原料とする前提で定められていたため，針葉樹材

をこの規格に適用すると，不利に扱われるという状況

になっていました。

　構造用合板は１級と２級の２等級となっています。

改正前の規格では，針葉樹材で１級の強度試験に合格

できるものはほとんどありませんでしたが，今回の規

格改正によって，針葉樹材の１級への適用が可能なも

のとなりました。改正の主な内容を以下に説明します。

　【単板構成の変更】

　改正前の１級はそれぞれの合板厚さによって，単板

厚さと積層数が決められていました。しかし，新ＪＡＳ

では，表１に示すように積層数や単板厚さが，ある程

度自由度のある構成となりました。これにより，製造

能率の良い単板厚さや単板構成を自由に選ぶことがで

き，積層数が偶数のものも製造可能になりました。

　【曲げ試験方法の変更】

　改正前の１級の曲げ試験は，ほとんど欠点のないラ

ワン合板を対象としていたため小試験片で行っていま

した。新ＪＡＳでは節の多い針葉樹合板の曲げ強さを

正確に評価できるように，試験片を大型化することと

なりました。それとともに，曲げヤング係数と曲げ強

さを数値で表示することとなりました。表示する強度

等級を表２に示しました。

道産針葉樹構造用合板の製造と性能
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圧縮試験から面内せん断試験へ
　改正前は圧縮試験が規定されていました。しかし，現

在の構造用合板の使用状況では，圧縮強さよりも面内

せん断強さのほうが重要となっています。そこで構造

用合板１級の性能評価として圧縮試験が廃止され，面

内せん断試験が追加されました。

　

本試験の内容
　新ＪＡＳでは合板の強度性能を表示することなど，

より性能を重視したものとなっています。合板の性能

には単板の品質や構成が影響しますが，本試験では道

産カラマツ，トドマツ材の単板の品質と合板の強度性

能の関係について検討しました。

単板の製造
　試験には上富良野産のカラマツ90本と美瑛産のトド

マツ77本を使用しました。図１に試験に用いた原木の

末口径と本数を示しました。原木の長さは2.2～2.3ｍ

で，それを長さ１ｍずつ２本に玉切りしました。それ

をベニヤレースによってカラマツは３mm，トドマツは

3.15mmの厚さの単板に切削しました。切削した単板を

幅54cmに裁断した後，ドライヤで含水率約５％まで乾

燥させました。

単板のヤング係数と比重
　単板の品質が合板の強度性能に与える影響を調べる

ため，単板のヤング係数，比重，そしてＪＡＳに規定

される板面品質の３因子を選びました。

　乾燥した単板の寸法と重量を測定して比重を求めた

後，曲げ試験（写真１）を行い，０度方向の曲げヤン

グ係数を求めました。

　ヤング係数と比重の分布を図２，３に示しました。ヤ

ング係数の平均は，カラマツが99.1tf/cm2，トドマツ

が89.6tf/cm2となり，カラマツがやや高い数値を示し

ました。これに対して比重の平均はカラマツが0.58，

トドマツが0.36と，両者は0.2以上の大きな差となり

ました。本試験においては，トドマツは軽い割にヤン

グ係数が高いという結果となりました。

単板の欠点による区分
　ＪＡＳでは，板面の節や割れなどの欠点の数や大き

さによって板面の品質をａ，ｂ，ｃ，ｄの４種類に区

分しています。製造した単板の一部について，この板

面の品質による区分を行いました。なお，トドマツは

ｄ単板がほとんど存在しなかったため，ａ，ｂ，ｃの

３種類の区分としました。両樹種とも，節の影響によ

り多くがｃ単板となり，ａ単板，ｂ単板はわずかしか

ありませんでした。

合板の製造
　単板をそのヤング係数と比重によって，表３に示す

上位，中位，下位の３等級に区分しました。表３の各

等級ごとにヤング係数，比重どちらの区分とも 90 ×

90cmのサイズの３プライと５プライ合板を製造しまし

た。

　また，ＪＡＳでは表板をａ単板，裏板をｃ単板とす

る時，板面品質をＡ－Ｃの記号で表すことになってい

ます。カラマツについてはＡ－Ｃ，Ｂ－Ｃ，Ｃ－Ｃ，Ｄ

－Ｄの４種類の３プライ合板を，トドマツについては

Ａ－Ｃ，Ｂ－Ｃ，Ｃ－Ｃの３種類の３プライ合板を製

造しました。なお，接着剤にはフェノール樹脂接着剤

を用いました。
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合板の強度試験
　新ＪＡＳに準じて，製造した合板の曲げ試験片と面

内せん断試験片を採取し，強度試験を行いました。各

等級ごとの曲げ試験，面内せん断試験結果を表４に示

しました。表は平均値（カッコ内は最大値と最小値）で

示しています。

（１） 曲げ性能

　カラマツとトドマツでは，０度方向のヤング係数で

は20～30tf/cm2程度，０度方向の曲げ強さでは150～

200kgf/cm2程度，カラマツが高い値となっています。こ

の差は単板の数値に比べ大きくなっています。

　各等級間の数値を比較してみると，単板をヤング係

数と比重によって区分したものは，両樹種とも上位等

級から下位等級に向かいヤング係数，曲げ強さが低下

していることがわかります。これに対して，ＪＡＳの

板面品質によって区分したものは，各等級間ではっき

りとした傾向は現れませんでした。したがって単板で

の区分を行う場合，目視によって板面の節などの欠点

で区分するよりも，ヤング係数や比重などの物理的な

性能によって区分するほうが有効であることが確認で

きました。

　新ＪＡＳの１級ではヤング係数と曲げ強さを表示す

る場合，最も高い等級はＥ80－Ｆ270，最も低い等級

はＥ50－Ｆ160となっています（表２）。カラマツにつ

いては，すべての合板でＥ80－Ｆ270に合格する性能

が得られました。トドマツについては，積層数やそれ

ぞれの単板の等級によって様々ですが，単板のヤング

係数や比重が高いものほど合板の性能も高い等級にラ

ンクするという傾向になりました。

（２）面内せん断性能

　新ＪＡＳでは合板の面内せん断強さを32kgf/cm2以上

と定めています。両樹種ともこの数値を大きく上回り，

面内せん断性能では問題はないようです。各等級間で

の差を見てみると，ヤング係数，ＪＡＳの板面品質に

よって区分したものは各等級間に大きな差はありませ

ん。これに対して，比重によって区分したものは上位

等級から下位等級になるに従い低下しています。この

結果から，面内せん断性能は比重による影響を大きく

受けると考えられます。

単板品質と合板の強度性能の相関
　合板の曲げ試験，面内せん断試験の結果について，分

散分析によって単板品質が合板の性能に及ぼす影響に

ついて考察しました。結果を表５に示しました。

　カラマツ，トドマツとも合板の曲げ性能については

単板のヤング係数による区分，比重による区分におい

て有意な差が認められました。合板の面内せん断性能

については，比重による区分において有意な差が認め

られました。ＪＡＳの板面品質による区分では一部で

有意な差が認められていますが，はっきりとした傾向

を得ることはできませんでした。
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まとめ
　道産カラマツ，トドマツ材を用いて単板品質と合板

強度の関係について検討した結果，単板のヤング係数，

比重は新ＪＡＳに規定された構造用合板の強度性能に

与える影響が大きいことがわかりました。しか

し，ＪＡＳの板面品質は必ずしも構造用合板の強度性

能に影響を与えているとは言えません。

　道産カラマツ，トドマツとも新ＪＡＳの１級に合格

するに十分な性能の構造用合板が製造可能であると考

えられます。さらに，単板のヤング係数や比重などの

区分を用いることで，目的にあった強度性能の構造用

合板を設計することも可能になるものと思われます。

建築基準法の性能規定化，住宅品質確保促進法の制定

などにより，木質材料の性能保証は今後ますます重要

なものとなっていきます。構造用合板においても，エ

レメントである単板段階での選別を行うなどして，よ

り信頼性の高い合板を製造することが重要ではないで

しょうか。

（林産試験場　合板科）


